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大飯発電所１号機 第２３回定期検査の作業工程 
 

 

平成２１年８月２０日から約５ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。 
                                

（平成２１年８月１８日現在） 

平成２１年１２月

主
　
　
要
　
　
工
　
　
程

平成２１年１１月平成２１年１０月平成２１年９月平成２１年８月 平成２２年１月

総合負荷性能検査
(１月上旬予定)

解列
（8月20日予定）

並列
(１２月中旬予定）

１次冷却材系統降温

出力上昇試験

燃料取出

原子炉容器開放

 原子炉容器組立

原子炉格納容器
漏えい率検査

 起動試験燃料装荷

６００系ニッケル基合金溶接部の応力腐食割れに係る予防保全工事、
燃料取換クレーン取替工事、1次系弁ポンプ点検

余熱除去系統入口部小口径配管他取替工事

起動前弁点検

ＢおよびＤ蒸気発生器渦流探傷検査

耐震裕度向上工事

 １次冷却材系統
漏えい検査

１次冷却材ポンプ軸シール部改造工事

：主要作業予定

：その他作業予定

 
 

 

[参 考]高経年化対策として実施する主な作業 

  

  大飯発電所１号機は、平成２１年３月に運転開始後３０年を迎えたことから、高経年化技術評価に基

づき、今定期検査より高経年化対策を実施する。 

 

○コンクリート構造物代表部位での非破壊試験 

   使用環境によって圧縮強度の低下が生じる可能性のあるコンクリート構造物の構造健全性を確認す

るため、外部遮へい壁、取水構造物など、コンクリート代表部位表面の反発硬度を測定し、圧縮強度

に急激な変化が生じていないことを確認する。 




